
第
九
章
大
正
か
ら
昭
和
へ

昭
和
初
期
の
政
情
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大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
午
前
一
時
一
一
十
五
分
。
神
奈
川
県
逗
子
海
岸
の
閑
寂
な
葉
山
御
用
邸
で
、
大
正
天
皇
は
静
か
に
崩
御

さ
れ
た
。
宝
算
正
に
四
十
七
歳
。
摂
政
宮
裕
仁
親
王
は
直
ち
に
践
詐
さ
れ
、
次
い
で
「
昭
和
」
と
改
元
さ
れ
た
。
年
号
の
出
典
は
、
書

経
の
尭
典
に
見
え
る
「
百
姓
之
昭
照
、
万
邦
協
和
」
で
あ
る
。
万
国
四
隣
の
き
び
し
い
現
状
に
対
処
し
て
、
終
始
平
和
を
所
期
さ
れ
た

今
上
天
皇
の
御
意
志
に
ふ
さ
わ
し
い
年
号
で
あ
っ
た
。
世
は
大
正
の
暗
い
と
ば
り
を
揚
げ
、
昭
和
の
清
新
な
暁
に
移
っ
て
行
っ
た
。
そ

の
こ
と
だ
け
で
は
ま
こ
と
に
平
和
な
み
く
に
ゆ
ず
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
新
帝
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
の
内
外
に
関
す
る
重

要
な
問
題
は
山
積
し
て
い
た
。
皇
太
子
裕
仁
殿
下
が
摂
政
宮
に
お
つ
き
に
な
っ
た
大
正
十
年
以
後
は
、
政
治
、
経
済
、
国
交
、
社
会
問

題
等
に
激
動
が
続
い
た
。
新
帝
は
即
位
前
に
於
て
己
に
こ
の
難
局
に
立
っ
て
お
ら
れ
た
。
従
っ
て
新
し
い
世
代
を
承
け
つ
が
れ
た
時
は
、

何
ん
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
難
問
を
平
和
裡
に
解
決
な
さ
ろ
う
と
さ
れ
た
お
気
持
は
、
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。

然
る
に
政
情
は
、
天
皇
の
御
期
待
に
反
し
、
日
一
日
と
け
わ
し
く
な
っ
て
行
っ
た
。
大
正
末
期
の
古
傷
が
癒
や
さ
れ
な
い
う
ち
に
、

新
し
い
病
症
が
国
体
を
蝕
ば
ん
で
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
昭
和
四
年
七
月
二
日
、
民
政
党
総
裁
浜
口
雄
幸
が
組
閣
す
る
や
、

緊
縮
政
策
の
即
時
断
行
を
決
定
し
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
金
解
禁
に
ふ
み
切
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
年
の
九
月
頃
か
ら
恐
慌
の
徴
が
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米
国
に
見
え
始
め
、
翌
五
年
に
は
欧
州
に
飛
火
し
て
、
つ
い
に
世
界
的
な
大
恐
慌
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
世
界
の
大
市
場
か
ら
見
れ
ば
、

日
本
の
金
解
禁
は
る
の
の
数
で
も
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
わ
が
国
自
体
に
と
っ
て
は
国
家
の
浮
沈
に
も
関
す
る
大
問
題
で
あ
っ
た
。
即
ち

金
解
禁
を
行
え
ば
輸
出
が
伸
び
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
想
と
期
待
も
、
か
よ
う
な
世
界
的
不
況
に
遭
遇
し
、
且
つ
平
価
解
禁
を
行
い
、
日

本
商
品
が
割
高
に
な
っ
た
た
め
海
外
市
場
へ
の
進
出
が
減
少
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
悪
い
こ
と
に
は
、
金
解
禁
の
結
果
、
輸
出
が

増
加
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
予
想
は
完
全
に
裏
切
ら
れ
、
逆
に
輸
入
超
過
の
状
態
が
つ
宮
い
て
正
貨
の
海
外
流
出
が
盛
ん
に
な
り
、
国
内

保
有
正
貨
の
減
少
は
、
急
激
な
通
貨
の
収
縮
を
引
き
お
こ
し
、
物
価
下
落
を
招
き
、
遂
に
広
範
囲
に
及
ぶ
中
小
企
業
の
倒
産
が
続
出
し

た
。
し
か
も
こ
れ
が
、
つ
い
で
起
る
満
州
事
変
勃
発
の
一
要
因
と
な
っ
た
の
は
、
覆
う
べ
く
も
な
い
事
実
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

浜
口
内
閣
は
、
こ
の
よ
う
な
通
貨
の
縮
小
と
物
価
の
下
落
、
予
想
外
の
不
景
気
と
批
判
勢
力
の
活
動
に
対
処
し
、
い
よ
い
よ
緊
縮
政

策
を
お
し
進
め
、
冗
費
節
約
の
方
針
を
堅
持
せ
ん
と
し
た
。
英
国
が
提
案
し
た
軍
備
縮
小
に
応
じ
た
の
も
、
建
艦
競
争
を
休
止
し
そ
の

剰
余
金
を
以
っ
て
減
税
・
社
会
政
策
実
現
に
充
当
せ
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
の
は
、
第
五
七
議
会
に
於
け
る
犬
養
政
友
会
総
裁
の
質
問
に

対
す
る
答
弁
に
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
軍
縮
会
議
に
欣
然
参
加
を
表
明
し
、
若
槻
礼
次
郎
前
首
相
を
起
用
し
、
財
部
彪
海
相
を
配
す

る
全
権
団
を
遠
く
ロ
ン
ド
ン
に
送
り
込
ん
だ
の
も
、
み
な
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

他
方
経
済
問
題
に
つ
い
て
之
を
見
る
と
、
関
東
大
震
災
（
大
正
十
一
一
年
九
月
一
日
）
は
、
関
東
地
方
に
渉
っ
て
被
害
を
与
え
た
が
、

特
に
首
都
東
京
並
に
東
部
貿
易
の
中
心
地
で
あ
っ
た
横
浜
が
、
殆
ん
ど
灰
焼
に
帰
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
が
国
の
政
治
、
経
済
そ
の

他
も
ろ
も
ろ
の
文
化
に
影
響
を
与
え
る
処
が
大
き
か
っ
た
。
取
り
分
け
倒
壊
し
た
会
社
。
工
場
等
は
、
金
融
機
関
の
援
助
な
く
し
て
は

立
ち
上
れ
そ
う
に
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
銀
行
の
方
で
も
不
良
貸
付
を
精
算
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
そ
の
た
め
休
業
す
る
も
の
が



昭
和
六
年
九
月
十
八
日
午
後
十
時
。

突
如
と
し
て
起
き
た
一
発
の
撤
音
は
、
奉
天
郊
外
柳
条
溝
の
夜
空
を
ふ
る
わ
せ
、
満
鉄
の
線
路
の
一
部
が
爆
破
さ
れ
た
。
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
関
東
軍
の
鉄
道
守
備
隊
は
、
奉
天
北
大
営
の
攻
撃
を
始
め
、
つ
ぜ
い
て
各
地
で
中
国
軍
を
沿
線
外
に
追
討
し
は
じ
め
た
。
こ

れ
が
即
ち
満
州
事
変
の
発
端
で
あ
り
、
更
に
上
海
事
変
を
引
き
起
し
、
日
華
事
変
に
拡
大
し
、
遂
に
日
本
を
し
て
か
の
悲
惨
な
太
平
洋

戦
争
に
追
い
込
み
、
十
四
年
間
の
永
き
に
渉
り
、
国
民
を
戦
い
の
場
に
か
り
た
て
た
大
戦
争
の
第
一
歩
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
此
の
時
期
に
於
け
る
対
外
問
題
は
、
あ
る
意
味
で
、
海
外
進
出
、
国
外
発
展
の
一
語
に
つ
き
る
が
、
で
は
こ
れ
が
背
景
を
な
し

た
国
内
問
題
は
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

》
）
理
で
は
先
ず
国
民
生
活
に
最
も
関
係
が
深
い
経
済
問
題
を
取
り
上
げ
て
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。
満
州
事
変
の
起
き
た
昭
和
六
年

末
に
第
二
次
若
槻
内
閣
が
倒
壊
し
、
代
っ
て
犬
養
内
閣
が
成
立
す
る
や
、
時
の
蔵
相
高
橋
是
清
は
直
ち
に
金
輸
出
再
禁
止
の
方
策
を
と

っ
た
。
井
上
財
政
の
緊
縮
政
策
に
代
っ
て
積
極
財
政
を
旗
印
と
す
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
よ
っ
て
、
刻
下
の
金
融
恐
慌
を
切
り

抜
け
ん
と
し
た
。
こ
れ
は
満
州
事
変
発
生
に
伴
い
軍
事
費
が
膨
張
し
た
の
で
そ
れ
に
対
処
せ
ん
が
た
め
で
、
政
府
の
消
費
を
増
大
し
て

878

相
つ
い
で
起
り
、
深
刻
な
経
済
恐
慌
が
全
国
を
席
捲
し
た
。

田
中
義
一
内
閣
は
イ
ン
フ
レ
政
策
に
よ
っ
て
景
気
を
維
持
し
よ
う
と
計
っ
た
が
、
反
っ
て
為
替
相
場
の
悪
化
と
、
輸
入
超
過
を
招
き
、

つ
い
に
国
内
の
不
況
を
克
服
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
田
中
内
閣
が
倒
壊
し
た
直
接
の
原
因
は
、
満
州
某
重
大
事
件
で
あ
っ
た
が
、

民
政
党
が
口
を
極
め
て
札
明
し
た
「
無
能
な
る
財
政
政
策
」
に
あ
っ
た
こ
と
も
又
、
そ
の
要
因
で
あ
っ
た
。
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過
剰
生
産
物
資
を
処
理
し
景
気
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
経
費
の
膨
張
し
た
部
分
は
公
債
で
賄
う
と
共
に
、

他
方
金
本
位
制
を
離
れ
る
こ
と
で
人
為
的
に
為
替
相
場
を
引
き
下
げ
、
輸
出
増
進
を
計
っ
た
。
こ
の
財
政
政
策
は
或
る
意
味
で
は
、
一

応
成
功
を
お
さ
め
た
。
軍
需
産
業
と
こ
れ
に
関
連
す
る
産
業
が
伸
び
、
景
気
の
回
復
を
促
が
し
た
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
昭
和
の
経
済

恐
慌
が
農
村
に
与
え
た
影
響
は
、
実
に
深
刻
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
昭
和
八
年
は
未
曾
有
の
大
豊
作
で
あ
っ
た
が
、
皮
肉
に
も
こ
の
た
め

米
価
が
下
り
、
九
年
に
は
東
北
地
方
の
冷
害
と
、
ま
ゆ
価
の
下
落
で
農
民
の
懐
を
大
い
に
お
び
や
か
し
た
。
そ
こ
で
労
働
力
の
供
給
源

面
で
農
村
に
も
甚
だ
し
い
影
響
を
及
ぼ
し
、
こ
れ
ま
で
は
主
と
し
て
農
家
の
娘
た
ち
が
女
工
と
し
て
狩
り
出
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
軍

需
産
業
の
勃
興
に
つ
れ
て
、
青
年
男
子
の
多
く
が
都
会
へ
進
出
す
る
と
云
う
傾
向
が
生
じ
、
ま
た
所
謂
職
工
農
家
と
称
す
る
兼
業
農
家

が
現
れ
、
壮
年
の
男
子
が
農
家
か
ら
近
隣
の
工
場
へ
通
勤
し
、
農
業
は
次
第
に
婦
女
子
や
老
人
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
農
村
の
疲
弊
は
、
左
翼
や
右
翼
団
体
の
好
餌
と
な
り
、
そ
の
運
動
の
温
床
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
殊
に
此
の

期
の
右
翼
運
動
の
特
徴
は
軍
部
の
指
導
権
が
増
し
、
こ
れ
に
民
間
の
団
体
が
結
び
つ
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
年
六
月
、
黒
竜
会

を
中
心
と
す
る
大
日
本
生
産
党
の
結
成
、
七
年
二
月
大
川
周
明
ら
の
神
武
会
、
同
年
四
月
橘
孝
三
郎
ら
の
自
治
農
民
協
議
会
、
八
年
四

月
平
野
力
三
ら
の
皇
道
会
等
は
み
な
右
翼
と
称
す
る
団
体
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
天
皇
剃
政
を
実
現
し
、
直
接
天
皇
と
人
道
を
結
ぶ
必
要

あ
り
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
両
者
の
間
に
介
在
す
る
政
党
や
こ
れ
に
連
な
る
一
切
の
権
力
を
排
除
せ
ん
と
し
た
。
こ
れ
は
満
州
事
変

を
契
機
と
し
て
俄
か
に
勢
力
を
伸
張
し
た
軍
部
の
考
え
と
根
本
的
に
は
規
を
一
つ
に
し
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
理
想
実
現
の
た
め
に
は

き
主
た

暴
力
を
用
い
る
も
敢
て
妨
げ
な
し
と
し
た
。
六
年
一
一
月
前
蔵
相
井
上
準
之
助
が
、
同
年
一
一
一
月
団
琢
磨
が
そ
れ
ぞ
れ
血
盟
団
の
た
め
に
峡

殺
さ
れ
た
の
も
｝
）
の
考
え
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
更
に
同
年
五
月
十
五
日
に
は
陸
軍
士
官
候
補
生
の
国
粋
主
義
的
な
グ
ル
ー
プ
に
民
間
の



し
か
し
震
災
後
よ
り
昭
和
四
年
の
前
半
期
に
至
る
ま
で
の
丸
善
の
商
況
は
書
籍
、
洋
品
、
文
房
具
等
の
需
要
が
多
か
っ
た
た
め
、
多

少
の
出
入
は
あ
っ
て
も
全
体
と
し
て
の
利
益
率
は
向
上
線
を
辿
っ
て
い
た
。
然
る
に
昭
和
四
年
後
半
期
よ
り
深
刻
に
一
般
不
況
の
影
響

を
受
け
、
純
益
金
は
累
年
逓
減
し
た
の
で
昭
和
四
年
八
月
二
十
四
日
の
定
時
株
主
総
会
で
は
純
益
金
分
配
率
の
改
正
を
な
し
、
従
来
役

員
賞
与
金
百
分
の
十
以
下
と
あ
っ
た
の
を
百
分
の
八
以
下
に
、
職
員
慰
労
準
備
金
百
分
の
九
以
下
で
あ
っ
た
の
を
百
分
の
八
以
下
と
改

二
資
本
の
増
額
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右
翼
団
体
、
そ
れ
に
初
め
て
海
軍
将
校
が
参
加
し
て
首
相
官
邸
を
襲
い
、
犬
養
毅
首
相
を
暗
殺
し
て
い
る
の
も
同
じ
思
想
に
よ
る
実
力

行
動
で
あ
っ
た
。
｝
）
の
こ
ろ
藤
森
成
吉
作
の
戯
曲
の
題
名
そ
の
ま
ｋ
に
「
何
が
彼
女
を
そ
う
さ
せ
た
か
」
と
か
、
「
い
や
じ
ゃ
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
云
う
よ
う
な
言
葉
が
流
行
し
た
が
、
農
村
の
窮
状
が
ひ
ど
か
っ
た
当
時
を
そ
の
ま
Ｌ
に
、
ま
た
失
業
者
が
続
出
し
、
政
治
、

経
済
、
思
想
が
混
乱
し
た
時
代
に
、
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
大
衆
の
自
噸
を
現
わ
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

満
州
事
変
発
生
以
後
太
平
洋
戦
争
ま
で
に
相
継
い
で
起
っ
た
歴
代
内
閣
は
、
満
州
事
変
並
び
に
日
華
事
変
の
処
理
及
び
太
平
洋
戦
争

へ
の
準
備
の
た
め
、
精
神
上
、
物
質
上
で
国
力
の
結
集
を
計
り
政
府
並
び
に
軍
部
は
国
民
に
粗
衣
粗
食
を
強
制
し
、
耐
乏
生
活
を
要
求

し
な
が
ら
、
長
期
戦
の
準
備
に
腐
心
し
て
い
た
が
、
一
部
の
特
権
階
級
は
国
民
の
目
を
倫
ん
で
日
夜
美
酒
佳
肴
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で

あ
る
。
し
か
も
犬
養
内
閣
が
倒
れ
て
か
ら
は
、
事
実
上
政
党
内
閣
の
実
現
を
絶
ち
、
議
会
政
治
も
、
十
一
年
五
月
の
議
会
で
斎
藤
隆
夫

の
粛
軍
演
説
、
十
二
年
一
月
浜
田
国
松
が
議
会
で
軍
部
攻
撃
の
演
説
を
行
っ
た
の
が
、
議
会
の
気
骨
を
示
し
た
だ
け
で
、
国
家
の
機
能

の
凡
て
が
サ
ー
ベ
ル
の
閃
光
に
舷
惑
さ
れ
、
太
平
洋
戦
争
に
引
ず
り
込
ま
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。



三三

二．
七五

め
た
。
し
か
し
昭
和
八
年
前
半
期
を
境
と
し
て
一
般
の
不
況
は
次
第
に
回
復
し
、
以
来
純
益
金
は
累
年
増
加
し
、
昭
和
十
年
か
ら
は
貿

易
の
伸
張
、
軍
需
工
業
の
活
況
に
恵
ま
れ
て
益
々
好
調
を
持
続
し
、
更
に
日
華
事
変
の
勃
発
に
よ
っ
て
一
躍
好
況
に
転
じ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
一
般
の
好
況
に
呼
応
し
て
昭
和
十
一
年
五
月
二
十
五
日
の
臨
時
株
主
総
会
で
は
、
資
本
金
を
新
た
に
百
七
十
万
円
増
加
し
て
、

そ
の
総
額
を
五
百
万
円
と
す
る
こ
と
を
可
決
し
、
増
加
資
本
百
七
十
万
円
の
株
式
一
万
七
千
株
の
中
一
万
一
千
株
は
、
昭
和
十
一
年
七

月
末
日
現
在
の
株
主
に
対
し
そ
の
所
有
の
株
式
三
株
に
つ
き
新
株
式
一
株
の
割
合
を
以
て
割
当
て
、
残
余
の
六
千
株
は
丸
善
の
役
員
並

に
社
員
の
一
部
に
功
労
株
と
し
て
割
当
て
る
こ
と
と
し
た
。
同
年
九
月
一
日
新
株
式
は
全
部
引
受
済
と
な
り
、
此
の
日
第
一
回
払
込
金

四
十
二
万
五
千
円
を
徴
収
し
、
次
い
で
翌
十
二
年
九
月
一
日
第
一
一
回
払
込
金
四
十
二
万
五
千
円
を
徴
収
し
た
が
、
そ
の
後
時
局
の
関
係

で
株
金
の
徴
収
を
行
わ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
公
称
資
本
は
五
百
万
円
、
実
際
払
込
資
本
は
四
百
十
五
万
円
で
あ
っ
た
。

次
に
大
正
十
三
年
よ
り
昭
和
十
四
年
に
至
る
ま
で
の
各
期
払
込
資
本
金
と
利
益
金
を
表
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

羅
越
蓉
翫
粋
郷

大
正
十
四
年
一
緬
粋
鋤

大
正
十
一
一
一
年
一
蹴
粋
鋤

昭
和
二

年

年
一
緬
粋
軸

度
一
払
込
資
本
金
一
利
益
金
一
一
年

七七

ノ､ノ、

二
五
八

二
七
六

二
五
八

二
五
八

二二

窯召

五
年
一
緬
粋
蝿
一
一
一
一
一
一
ｍ

一
一
一
ｍ
に
一
一
昭
和
四
年
一
蹴
粋
蝿
一
一
一
一
弐
皿

一
一
郵
郵
一
昭
和
三
年
一
緬
粋
鋤
一
一
一
地
唖

三
三
・
五

三
五
・
三

昭
和
六
年
一
緬
粋
卿
一
一
一
一
一
一
一
ｍ

昭
和

度
一
払
込
資
本
金
一
一
利
益

万
円

三三

五四 一
金万

円

四
・
○

五
・
二

六
・
八

七
・
五

五
・
五

一
一
一
●
一
一

一
・
八

○
・
六
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尚
、
震
災
前
は
前
半
期
は
一
月
か
ら
六
月
迄
、
後
半
期
は
七
月
か
ら
十
二
月
迄
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
二
年
十
一
月
五
日
の
臨
時
株

主
総
会
に
於
て
前
期
を
二
月
よ
り
七
月
迄
、
後
期
を
八
月
か
ら
翌
年
一
月
迄
と
改
め
、
こ
れ
と
共
に
定
時
株
主
総
会
の
開
催
日
を
、
一
一

月
及
八
月
と
一
カ
月
宛
繰
下
げ
た
。

会
社
の
発
展
に
つ
れ
て
営
業
目
的
も
屡
女
変
更
さ
れ
、
震
災
後
よ
り
昭
和
十
四
年
頃
に
至
る
ま
で
、
前
後
四
回
に
亙
っ
て
い
る
。
そ

の
第
一
回
変
更
は
昭
和
五
年
二
月
二
十
四
日
の
定
時
株
主
総
会
に
於
て
な
さ
れ
、
販
売
品
目
中
に
売
薬
部
外
品
及
煙
草
の
一
一
項
を
追
加

し
た
。
次
い
で
同
七
年
八
月
二
十
四
日
の
定
時
株
主
総
会
に
於
て
、
営
業
種
目
を
従
来
よ
り
も
細
分
し
て
列
挙
し
、
図
書
、
新
聞
雑
誌
、

化
粧
品
、
売
薬
、
売
薬
部
外
品
、
煙
草
の
販
売
及
事
務
用
器
械
器
具
、
一
般
文
具
、
イ
ン
キ
、
洋
品
、
服
装
品
そ
の
他
雑
貨
の
製
造
販

売
、
図
書
の
出
版
と
し
た
。
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
営
業
品
目
の
分
類
は
一
般
に
は
理
解
し
に
く
い
か
ら
、
次
の
よ
う
に
細
別
し
て
お
妄
）

ヱ
ヘ
ノ
Ｃ

事
務
用
器
械
器
具
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
計
算
機
製
図
用
具
等
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一茜．西

･･七八
● ●

昭
和
十
四
年

前
半
期

後
半
期

四
一
五

四
’
’
五

.七六
五五
●●

九九

昭
和
九
年

前
半
期

後
半
期

ざ局；

○○

五四
○●

二八

昭
和
十
翼
年

前
半
期

後
半
期

四l７ｑ
Ｉ－－凸

:気:7１１

五
二
・
二

五
九
・
七

昭
和
八
年

後前

半半

期期

テミミ

○○

巣
γ
九

一
一
一
凸
宰
●
凸

昭
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鐸
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七
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五
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五

四
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・
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四
発
・
九

昭
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半半
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●
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凸
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凸
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側
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二
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四
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●
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一

昭
和
十
一
年

諭
粋
郷

一
宰
・
三
○

・
二
七
二
・
五

堂
八
・
五

四
○
・
六
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一
般
文
具
万
年
筆
ペ
ン
先
鉛
筆
等

洋
品
メ
リ
ヤ
ス
製
品
毛
布
羽
根
ぶ
と
ん
等

服
装
品
外
套
帽
子
ネ
ク
タ
イ
ワ
イ
シ
ャ
ツ
ズ
ボ
ン
つ
り
手
袋
靴
下
等

雑
貨
ブ
ラ
シ
靴
墨
鏡
刃
物
ガ
ラ
ス
製
品

化
粧
品
香
水
等

売
薬
キ
ュ
チ
キ
ュ
ラ
ク
リ
ー
ム

売
薬
部
外
品
ベ
ー
ラ
ム
ヘ
ャ
ト
ニ
ッ
ク
等

右
の
中
化
粧
品
と
売
薬
部
外
品
と
の
区
別
は
警
視
庁
の
取
締
規
則
に
基
く
も
の
で
、
売
薬
部
外
品
の
営
業
は
警
視
庁
の
許
可
を
必
要

と
し
、
昭
和
五
年
一
月
十
一
一
一
日
免
許
状
の
下
附
を
受
け
た
。
次
い
で
昭
和
十
一
一
年
の
夏
、
日
華
事
変
の
勃
発
に
よ
り
為
替
管
理
が
実
施

さ
れ
、
外
国
商
品
の
輸
入
が
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
国
産
品
の
製
造
販
売
を
以
て
そ
の
不
足
を
補
い
、
更
に
国
産
品
の
海
外
輸
出
を
も

企
て
、
昭
和
十
一
一
一
年
八
月
一
一
十
四
日
の
定
時
株
主
総
会
に
於
て
営
業
目
的
の
変
更
を
可
決
し
た
。
即
ち
営
業
目
的
を
（
一
）
図
書
新
聞

雑
誌
の
出
版
販
売
（
一
一
）
事
務
用
器
械
器
具
、
一
般
文
具
、
イ
ン
キ
、
万
年
筆
、
洋
品
、
服
装
品
、
化
粧
品
、
売
薬
部
外
品
そ
の
他
雑

貨
の
製
造
販
売
並
に
輸
出
入
（
三
）
売
薬
煙
草
の
販
売
と
し
、
こ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
他
と
共
同
経
営
又
は
他
に
投
資
を
し
得
る

こ
と
と
し
、
従
来
の
図
書
出
版
費
及
文
房
具
製
造
費
の
限
定
額
を
削
除
し
た
。
製
造
販
売
品
目
中
に
万
年
筆
を
一
般
文
具
の
中
よ
り
特

に
抽
出
し
て
列
挙
し
た
の
は
、
こ
の
年
一
一
一
月
既
に
ア
テ
ナ
万
年
筆
の
下
請
工
場
で
あ
っ
た
坂
斎
万
年
筆
工
場
を
買
収
し
て
、
こ
れ
を
丸

善
の
直
営
に
移
し
製
造
に
当
ら
せ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
就
い
て
は
後
に
述
等
へ
る
。
又
こ
の
定
款
改
正
と
共
に
下
請
工
場
に
製
造
せ



し
め
て
い
た
ベ
ー
ラ
ム
及
ポ
マ
ー
ド
を
丸
善
の
直
営
に
移
し
、
そ
の
資
本
金
と
し
て
二
万
円
を
支
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
尚
、
営
業

目
的
の
変
更
は
、
臨
時
資
金
調
整
法
に
基
き
政
府
の
許
可
を
必
要
と
し
た
の
で
、
十
三
年
九
月
五
日
、
目
的
変
更
の
許
可
申
請
書
を
日

本
銀
行
を
経
由
し
て
大
蔵
。
商
工
両
省
に
提
出
し
九
月
十
四
日
附
を
以
て
認
許
を
得
た
。
こ
の
改
正
に
次
い
で
翌
十
四
年
二
月
一
一
十
四

日
の
定
時
株
主
総
会
に
於
て
、
販
売
品
目
中
に
度
量
衡
器
を
追
加
す
る
こ
と
を
可
決
し
、
再
び
臨
時
資
金
調
整
法
に
よ
り
目
的
変
更
を
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申
請
し
て
そ
の
認
可
を
得
た
。


